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当院は、大阪市北部の基幹病院として、急性・慢性期消化器疾患とも患者

数が最も多く、消化器の救急受診者数や救急搬送の症例、特に急性胆管炎

や胆石性膵炎、吐下血症例などが多いため緊急内視鏡検査の実施にも携わ

れることが多い。全ての内視鏡手技を経験できる施設であることから消化

器内科、特に内視鏡専門医を目指すには非常に恵まれた施設であると自負

している。また各領域のスペシャリティがいるため安心して診療に従事で

きる。

淀川キリスト教病院はキリスト教精神に基づいた「全人医療」を実践し、患者さんならびに地域医療機関に
最も信頼される中核病院であること。そのために、「生命の始まり＝周産期医療」「存続への危機＝急性期
医療、救急救命医療」「生命の終末＝エンドオブライフ・ケア」において高度であたたかな医療を提供する
ことが淀川キリスト教病院の基本方針です。

当院消化器内科専攻医を志す先生方へはローテーションや1年間

の他院研修に関して希望に沿って柔軟に対応しています。

消化器内科を目指す場合、他科と違い手技習得の必要性が高いた

め、消化器内科以外を研修している場合でも腹部超音波や内視鏡

検査実習研修日を設けている。基本的には上部、下部内視鏡検査

のスクリーニング検査を習得しつつEMRやESDの治療内視鏡、

ERCPなどオールラウンドに手技を会得すると同時に日本消化器

病学会、日本消化器内視鏡学会の専門医を目指してもらう。

また学会発表、論文作成にも従事する。大学院への希望があれば

神戸大学等への進学も可能であり、これまでにも複数名が進学し

ている。また淀川キリスト教病院は人間ドックや健診にも力を入

れている病院であり、消化器内科医は健診の上部消化管内視鏡検

査（年間約１万件）や腹部超音波検査（年間約１万６千件）にお

いても大きな役割を担っており予防医学に興味のある方も随時募

集しています。

消化器内科専攻医希望の先生方へ
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上部消化管内視鏡 3904 2976

上部消化管内視鏡（健診） 10274 390

下部消化管内視鏡

　　ERCP　　　　　　　

2022年度


